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◆はじめに

◆汚れが落ちる原理

◆洗濯前の確認

◆上手に洗うコツ

◆基本的な使いかた

◆注意していただきたいこと

◆準備していただくもの

http://aqua-has.com/coton/

ハンディ洗濯機は、汚れた部分をたたく事で、汚れを衣類から押
し出して洗うため、少ない水で部分的な洗濯が可能です。
広い範囲の汚れは、ハンディ洗濯機だけで落とそうとせず、電気
洗濯機と併用してご使用することをおすすめします。また、汚れ
は時間経過とともに落ちにくくなりますので、汚れが付いた場合
はなるべく早く洗濯することをおすすめします。

●色物や柄物、繊維の種類によっては、色落ちしたり、水だけで
輪ジミになる場合があります。
あらかじめ目立たないところで試してからお使いください。

●長期間経過したシミや汚れの種類によっては完全に落とせない
ことがあります。

●和服、皮製品、ゴム、アセテートの素材には使用できません。
水で色落ちするもの、水で輪ジミになるものには使用できません。

●洗剤成分が残っているとシミの原因となります。洗浄後すすぎを
しっかりと行ってください。
●衣類の洗濯絵表示の指示に従い、水洗い可能な衣類でご使用ください。

●たたき部で汚れをたたいて繊維から
汚れを押し出します。
●押し出した汚れはキッチンペーパーに
移ります。
●水を出しながらたたくので、汚れが洗
剤の成分とともに、キッチンペーパーに
移ったあとは、洗剤を流しおとす
「すすぎ効果」があります。
●洗濯時間は約30秒～2分程度です。
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①汚れが付いた状態 ②洗剤で汚れを乳化させ
界面活性剤が汚れを包み込む

③取れやすくなった汚れを
機械力と水で生地から
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④生地からキッチンペーパーに
汚れを移す
→水ですすぐ
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ボトルキャップを回してはずし
水を入れる。

キャップと保護カバーを
取りはずす。

ボトルを引き抜く。
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3 電池ケースを
取り付ける。

電池ケースを
引き抜く。

⊕と⊖の表示に合わせて
電池を3本入れる。
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3 衣類の汚れた部分が
キッチンペーパーに当る様に
置き、汚れの裏側からヘッド部で
たたき洗いする。

4 ヘッドを汚れの周囲にあて
スイッチを押す。（ONにする）

5 次の「上手に洗うコツ」を参考に
洗濯を行う。
ボトル内の水は約2分でなくなります。
長い時間洗濯する場合は、途中で水を
追加してください。

6 使用後はボトルから水を抜き取り
しっかりと乾かしてください。

ミシン目で折り返した二つ折りの
キッチンペーパーをさらに四つ折りに
して付属のマットの上に置く。
※ティッシュペーパーなどはぬれると
破れてしまうおそれがあります。
ぬれても破れにくい素材を使用して
ください。

※汚れはキッチンペーパーに移るため、
きれいな場所に4～6回移動させてください。

衣類の汚れている部分に市販の
液体洗剤を綿棒などで塗りつける。
各洗剤の注意事項を守り
正しくご使用ください。

スイッチはOFFにしておく

●電池は同梱していません。販売店でお買い求めください。
●必ず単4形アルカリ乾電池、単4形充電式ニッケル水素電池のいずれかを
お使いください。マンガン乾電池など指定の電池以外を使用されますと、
使用回数が極端に短くなる場合があります。
●ご使用済みの充電式電池は、充電式電池リサイクル協力店へお持ちください。

①電池は入っていますか？
②衣類の洗濯絵表示は確認しましたか？
③ボトルはしっかり差し込まれていますか？
④たたき動作時にたたき部から水が出ていますか？
⑤保護カバーが取り付けられていますか？
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汚れ

（例）

キッチンペーパー

●汚れがついたら、できるだけ早く処理をする。

●固形物の汚れは、ティッシュなどで取り除く。

●洗濯物をこまめに動かし、キッチンペーパーの位置を移動する。

●キッチンペーパーのたたき位置を移動するときは大きく動かす。

●汚れの周囲から、中心に集めるようにたたく。

汚れは時間の経過とともに落ちにくくなります。

固形物が洗濯物に残った状態でたたくと、固形物が洗濯物の中に入り込み
落ちにくくなります。

キッチンペーパーの同じ場所で、たたき続けると汚れがキッチンペーパーに
移りにくくなります。
最初は5～10秒程度を目安にすぐに移動し、汚れがキッチンペーパーに移らなく
なってきたら30秒程度を目安に移動します。

●汚れに強く押し付けない。

●洗剤を追加してたたく。

●汚れの種類によってはボトルに水を入れずにたたく。

保護カバー（ヘッド）を汚れに強く押し付けると、汚れが飛び散りやすくなり
輪ジミになる可能性があります。

汚れが落ちにくい場合は、洗剤を追加してたたいてください。
衣類を移動させながらたたくことで、洗剤がキッチンペーパーに移り
洗剤濃度が低下していきます。

口紅・油性ボールペンは、ボトルに水を入れず、洗剤原液だけでたたくことで
汚れが落ちやすくなります。
（その他の汚れについては、ボトルに水を入れて使用してください。）

●すすぎ（たたきすすぎ）を行う。
たたき洗濯した部分に洗剤が残っている場合、ハンディ洗濯機のボトル内に
水を入れてたたくと、水たたきですすぎを行うことができます。
洗剤残りの量が多く、すすぎきれない場合は洗濯機を使い、すすぎを行って
ください。

●水洗いできる衣類は、ハンディ洗濯機で処理後、洗濯機で洗濯すると効果的。
洗濯機と併用することで、頑固な汚れが落ちやすくなります。

本商品（本体）は水洗いできません。
本体の汚れは乾いたやわらかい布でふき取ってください。
汚れがひどいときは、水または中性洗剤をしみこませた布をかたくしぼってふき取り
やわらかい布でからぶきしてください。
※本体内部に水などが入らないようにしてください。

ヘッド・ボトル・ボトルキャップ・保護カバーは水洗いをしたあと
しっかりと乾かしてください。
ヘッド・ボトル・ボトルキャップ・保護カバーは水洗い可能です。ぬれたタオルなどで
汚れをふき取りしっかりと乾かしてください。

キッチンペーパーのたたき位置を近くに移動すると、キッチンペーパーに移った
汚れが、衣類のきれいな部分に逆汚染する可能性があります。

汚れ

ヘッド部の動き

ボトル

ボトル
キャップ

ヘッド
ヘッドはボトルキャップから
引き抜くことができます

保護カバー

使いかたやコツなどを動画で
詳しく説明しています。

単4形アルカリ乾電池・
単4形充電式ニッケル水素電池
3本で約1ヶ月間使用可能
（毎日1回、約2分使用の場合）
※使用状況により異なります。

水を入れた後は、ボトルキャップを
しっかりしめて、水もれのないことを
ご確認ください。

保護カバー

ボトル

ボトル

キャップ

本体からボトルを抜いて水を入れる
ボトルを抜かずに水を入れると本体に水が入り込み、故障の原因となります。

注意




